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結果だけでなく途中の式と説明も書くこと。必要なら裏面を用いてよい。

1. 流体の密度を ρ、圧力を p、流速の大きさを vとする。ベルヌーイの法則は

p+
ρv2

2
+ ρΩ = C

（Ωは単位質量あたりのポテンシャルエネルギー）で与えられ、ここから静止流体の静水圧の式

p = C − gρh

（gは重力加速度、hは高さ）が導かれる。圧力 pと定数C以外の各項の次元を SI（長さをm、
質量を kg、時間を sで表記）であらわし、すべて圧力の次元になっていることを示せ。

2. 粘性係数を µとして、レイノルズ数は

R =
ρvL

µ

（Lは物体の長さ）で表される。レイノルズ数の次元を求めよ。

解答：


